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別紙１ 

事後調査の結果 

 

調査項目    騒音 

予測した事項  建設機械の稼働に伴う建設作業騒音 

 

１ 調査事項 

(1) 予測した事項 

建設機械の稼働に伴う建設作業騒音 

(2) 予測条件の状況 

工種ごとの建設機械の稼働状況（建設機械の種類、台数、稼働位置、仮囲い、低騒音型建設機械

の使用） 

(3) 環境保全のための措置の実施状況 

 

２ 調査地域 

工事を実施した事業区域（立体交差部）の工事施行区域とした。（p9図 1-1参照） 

 

３ 調査手法 

(1) 調査時点 

立体交差部の街路築造工事、舗装工事で主要な建設機械の稼働台数が最大となる時点とした。 

 

(2) 調査期間 

① 予測した事項（建設機械の稼働に伴う建設作業騒音） 

立体交差部の街路築造工事、舗装工事で主要な建設機械の稼働台数が最大となる代表的な 1 日

（7時～19時）とした。 

各工種の調査期間は表 1-1に示すとおりである。 

 

表 1-1 調査期間 

工 区 工種 作業内容 調査期日 

立 体 

交差部 

街路築造工事 街きょ等の設置 平成30年12月 5日（水）７時～19時 

舗
装
工
事 

路床・路盤工 敷き均し・転圧 平成31年 1月12日（土）７時～19時 

舗装工 敷き均し・転圧 平成31年 1月15日（火）７時～19時 

 

② 予測条件の状況（工種ごとの建設機械の稼働状況） 

「予測した事項」と同期間とした。 

 

③ 環境保全のための措置の実施状況 

本調査の対象期間である平成 28 年 9月から平成 31年 1 月末までとした。 
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(3) 調査地点 

① 予測した事項（建設機械の稼働に伴う建設作業騒音） 

調査地点は立体交差部で建設機械の稼働台数が最大となる事業区域の敷地境界とし、測定高さは地

上 1.2ｍとした。（図 1-2参照） 

 

② 予測条件の状況（工種ごとの建設機械の稼働状況） 

工事施行区域とした。 

 

③ 環境保全のための措置の実施状況 

工事施行区域とした。 

 

(4) 調査方法 

① 予測した事項（建設機械の稼働に伴う建設作業騒音） 

建設作業騒音の測定は「特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準」（昭和 43 年

11 月厚生・建設省告示第 1号）及び「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例施行規則」（平

成 13 年 3月東京都規則第 34 号）に定める方法に準拠した。 

測定時間は、作業開始前から、作業終了後を含む時間帯（7 時～19 時）とし、10 分毎に集計し

た結果から、1時間毎の最大値をその時間の測定値とした。 

測定結果は、評価の指標とした「環境確保条例」に基づく指定建設作業に適用される勧告基準と

比較するため、測定値の 90％レンジの上端値（LA5）として整理した。 

なお、測定中に発生した建設作業騒音以外の除外すべき騒音（パトカー、救急車、航空機による

影響）が確認された場合は解析時に除外した。 

 

② 予測条件の状況（工種ごとの建設機械の稼働状況） 

現地調査及び工事関連資料の確認により行った。 

 

③ 環境保全のための措置の実施状況 

現地調査及び工事関連資料の確認により行った。 

 

  

写真 1-1（1）騒音測定状況（No.1地点）     写真 1-1（2）騒音測定状況（No.2地点） 
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４ 調査結果 

(1) 事後調査結果の内容 

① 予測した事項（建設機械の稼働に伴う建設作業騒音） 

(ｱ) 街路築造工事 [街きょ等の設置] 

騒音レベル（LA5）の調査結果を表 1-2（1）に示す。 

建設機械が稼働している時間帯では 63～71 dB、稼働していない状態では 53～57 dB であり、

評価の指標とした「環境確保条例」に基づく指定建設作業の騒音の勧告基準（80dB）を下回った。 

建設機械が稼働している時間帯での最大値は 71 dB（15 時台）であり、トラックミキサー車及

びバックホウの稼働に伴う作業騒音であった。 

 

表 1-2（1） 建設作業騒音レベル(LA5)調査結果 

 

調査日：平成 30年 12 月 5日（水） 単位：dB 

時間帯 稼働なし 稼働あり 備考 

7 時台 57 － 作業開始前 

8 時台 － 65 縁石等移動（バックホウ稼働）［8:40～］ 

9 時台 － 64 準備作業（バックホウ稼働） 

10 時台 － 63 ↓ 

11 時台 － 65 ↓［～12:00］ 

12 時台 56 － 作業なし 

13 時台 － 67 準備作業（バックホウ稼働）［13:00～］ 

14 時台 － 67 コンクリート打設［14:30～］ 

15 時台 － 71 ↓ ［～15:30］ 

16 時台 55 － 作業終了 

17 時台 53 － ↓ 

18 時台 55 － ↓ 

最小値 53 63 － 

最大値 57 71 － 

勧告基準 － 80 － 

備考：建設機械の稼働状況は、p15の図 1-3（1）参照。 

   は最大値を示す。 
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(ｲ) 舗装工事（路床・路盤工）[敷き均し・転圧] 

騒音レベル（LA5）の調査結果を表 1-2（2）に示す。 

建設機械が稼働している時間帯では 63～79dB、稼働していない状態では 55～57dB であり、評

価の指標とした「環境確保条例」に基づく指定建設作業の騒音の勧告基準（80dB）を下回った。 

建設機械が稼働している時間帯での最大値は 79dB（9～10時台）であり、バックホウの稼働に

伴う作業騒音であった。 

 

表 1-2（2） 建設作業騒音レベル(LA5)調査結果 

 

調査日：平成 31年 1月 12日（土） 単位：dB 

時間帯 稼働なし 稼働あり 備考 

7 時台 57 － 作業開始前 

8 時台 － 68 準備作業［8:20～］ 

9 時台 － 79 舗装版取り壊し 

10 時台 － 79 ↓ 

11 時台 － 75 掘削［～12:00］ 

12 時台 55 － 作業なし 

13 時台 － 78 掘削［13:00～］ 

14 時台 － 77 砕石投入・敷き均し転圧 

15 時台 － 77 ↓ 

16 時台 － 63 ↓［～16:10］ 

17 時台 55 － 作業終了後 

18 時台 55 － ↓ 

最小値 55 63 － 

最大値 57 79 － 

勧告基準 － 80 － 

備考：建設機械の稼働状況は、p16の図 1-3（2）参照。 

   は最大値を示す。 
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(ｳ) 舗装工事（舗装工）[敷き均し・転圧] 

騒音レベル（LA5）の調査結果を表 1-2（3）に示す。 

建設機械が稼働している時間帯では 64～78dB、稼働していない状態では 55～59dB であり、評

価の指標とした「環境確保条例」に基づく指定建設作業の騒音の勧告基準（80dB）を下回った。 

建設機械が稼働している時間帯での最大値は 78dB（14 時台）であり、振動ローラ、タイヤロ

ーラ等の稼働に伴う作業騒音であった。 

 

表 1-2（3） 建設作業騒音レベル(LA5)調査結果 

 

調査日：平成 31年 1月 15日（火） 単位：dB 

時間帯 稼働なし 稼働あり 備考 

7 時台 59 － 作業開始前 

8 時台 － 70 
準備作業（東側施工区画から西側区画へバ

ックホウ移動）［8:20～］ 

9 時台 － 64 側道舗装（西側） 

10 時台 － 65 側道舗装（西側）、転圧 

11 時台 － 66 転圧 

12 時台 － 75 側道舗装（東側）［12:30～］ 

13 時台 － 75 ↓ 

14 時台 － 78 転圧 

15 時台 － 76 ↓ 

16 時台 － 67 タイヤローラ、振動ローラ移動［～16:30］ 

17 時台 55 － 作業終了後 

18 時台 56 － ↓ 

最小値 55 64 － 

最大値 59 78 － 

勧告基準 － 80 － 

備考：建設機械の稼働状況は、p17の図 1-3（3）参照。 

   は最大値を示す。 
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② 予測条件の状況 

工種ごとの建設機械の稼働状況（建設機械の種類、台数、稼働位置、仮囲い、低騒音型建設機械の

稼働状況）は表 1-3、図 1-3（1）～（3）に示すとおりである。 

また、評価書で予測条件とした建設機械の種類及び台数と事後調査の結果は、表 1-4に示すとお

りである。 

なお、今回対象とした工種は移動しながらの作業であり、１箇所あたりの作業時間は短時間であ

ることや、歩行者の安全面（視野確保）等を考慮し仮囲い等は設置しなかった。 

 

表 1-3 工種ごとの建設機械の稼働状況 

 

 

表 1-4 評価書で予測条件とした建設機械の種類及び台数と事後調査の結果 

 

  

 ①バックホウ ㈱コマツ PC38UU-5 0.09ｍ3 超低騒音型

 ②トラックミキサー車 － － 5.0m3 －

 ①バックホウ ㈱コマツ PC120 0.5ｍ3 超低騒音型

②バックホウ ㈱コマツ PC38UU-5 0.09ｍ3 超低騒音型

③タイヤローラ 酒井重工㈱ TZ703 12.6t 超低騒音型

④振動ローラ 酒井重工㈱ TW502S-1 3.54t 超低騒音型

①ダンプトラック － － 10t －

 ②アスファルト
　 フィニッシャ

住友建機㈱ HA45W-7
 2.0～
　　4.5m

低騒音型

③タイヤローラ 酒井重工㈱ TZ703 12.6t 超低騒音型

④振動ローラ 酒井重工㈱ TW502S-1 3.54t 超低騒音型

備考１：路床・路盤工のバックホウ（0.50m3）は路床・路盤施工前の舗装版取壊し及び掘削に用いられた。

　　２：振動調査は舗装工事のみが対象である。
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使用建設機械（規格） 台数 使用建設機械（規格） 台数

 トラッククレーン（5ｔ吊） 1  バックホウ（0.09ｍ3） 1

 トラックミキサー車（3ｍ3） 1  トラックミキサー車（5.0ｍ3） 1

 バックホウ（0.50ｍ3） 1

 バックホウ（0.09ｍ3） 1

 タイヤローラ（12.6ｔ） 1

 振動ローラ（3.54ｔ） 1

 ブルドーザ（15ｔ） 1
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評価書の予測条件 事後調査の結果

 ダンプトラック（10～11ｔ） 1  ダンプトラック（10ｔ） 1

 アスファルトフィニッシャ（2.4～5ｍ） 1  アスファルトフィニッシャ（2.0～4.5ｍ） 1

 タイヤローラ（8～20ｔ） 1  タイヤローラ（12.6ｔ） 1

 ロードローラ（10～12ｔ） 1  振動ローラ（3.54ｔ） 1
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割
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事

舗装工
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備考１：路床・路盤工のバックホウ（0.50m3）は路床・路盤施工前の舗装版取壊し及び掘削に用いられた。

　　２：振動調査は舗装工事のみが対象である。




